


近
年
、
火
災
は
全
国
的
に
も
減
少
傾
向
で
、

桑
名
市
消
防
本
部
の
統
計
（
表
１
）
で
も
現

在
の
消
防
体
制
（
桑
名
市
、
い
な
べ
市
、
木

曽
岬
町
及
び
東
員
町
を
管
轄
）
と
な
っ
た
平

成
元
年
以
降
昨
年
に
続
き
２
番
目
に
少
な

い
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

建
物
火
災
（
26
件
中
16
件
が
住
宅
火
災
）

で
は
最
も
多
か
っ
た
平
成
11
年
（
60
件
）

の
半
数
以
下
と
な
り
ま
し
た
が
、死
傷
者
の

発
生
に
至
っ
て
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の

が
大
半
で
、
昨
年
の
死
傷
者
は
12
人
、
過
去

10
年
間
の
平
均
値
15･

7
人
に
比
べ
少
な

く
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、発
生
件
数
と
の
比

較
で
は
決
し
て
減
少
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

 

建
物
火
災
の
主
な
出
火
原
因（
表
２
）は
、

「
た
ば
こ
」「
こ
ん
ろ
」「
ス
ト
ー
ブ
」「
放

火
」
が
毎
年
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
は
、
全
て
の
火
災
を
含
め
「
た
ば
こ
」

が
原
因
の
火
災
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
、
電
気
機
器
・
装
置
、
配
線
や
コ
ン

セ
ン
ト
の
短
絡
な
ど
、
電
気
関
係
が
要
因
で

火
災
と
な
る
ケ
ー
ス
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
携
帯
電
話
な
ど
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
の
出
火
事
例

も
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

※
「
電
気
関
係
」
と
は
、
電
気
機
器
・
装
置
、

配
線
・
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
が
出
火
原
因
。 

平
成
29
年
中
の
救
急
車
の
出
動
件
数
は

８
９
４
２
件
、延
べ
８
４
１
４
人
が
救
急
搬

送
さ
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
過
去
最
高
値

で
前
年
よ
り
２
１
６
件
、搬
送
人
員
は
２
５

４
人
増
加
し
て
い
ま
す
。 

搬
送
人
員
の
う
ち
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

は
４
７
８
０
人
で
、
全
体
の
57
％
を
占
め
、

交
通
事
故
を
除
く
怪
我（
分
類
で
は
一
般
負

傷
）や
急
病
で
搬
送
さ
れ
た
高
齢
者
に
な
る

と
60
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
10
年
間
で
搬

送
人
員
は
１
７
５
５
人
増
加
し
、そ
の
う
ち

93
％
１
６
２
３
人
が
65
才
以
上
の
高
齢
者

が
占
め
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
要
請
が
重
な
る
と
、遠
方
に
待
機
す

る
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
場

へ
の
到
着
に
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数
が
入

院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症（
軽
症
者
全
員
が
、

救
急
車
の
利
用
が
不
適
切
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。）
で
あ
る
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま

す
。 限

り
あ
る
搬
送
資
源
で
あ
る
救
急
車
を
、

本
当
に
必
要
と
す
る
方
の
た
め
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 



   

○
ス
ト
ー
ブ
火
災
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト 

暦
の
上
で
は
春
で
す
が
、
春
と
は
名
ば

か
り
で
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
、
ど
の
家

庭
で
も
暖
房
器
具
が
手
放
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
火
災
原
因
の
上
位
で
あ
る
ス
ト
ー
ブ
を

安
全
に
使
用
し
、
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
次

の
ポ
イ
ン
ト
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

★
周
り
は
整
理
整
頓 

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
布
団
、
衣
類
、
雑
誌

な
ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
が
置
い
て
あ
っ

た
り
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
た

り
、
カ
ー
テ
ン
等
の
近
く
で
使
用
す
る
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
は
ず
み
で
ス
ト
ー
ブ
に
接

触
し
、
出
火
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
常

に
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
は
整
理
整
頓
を
し
て
、

部
屋
か
ら
離
れ
る
と
き
は
ス
ト
ー
ブ
を
消

し
ま
し
ょ
う
。 

★
給
油
す
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す 

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
火
を
点
け
た
ま
ま
給

油
す
る
と
、
こ
ぼ
れ
た
灯
油
に
燃
え
移
る
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
給
油
す
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
し
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
行
い
ま

し
ょ
う
。 

★
ス
プ
レ
ー
缶
に
は
注
意 

ス
プ
レ
ー
缶
を
使
用
中
の
ス
ト
ー
ブ
の

上
や
近
く
に
放
置
し
て
い
る
と
、熱
で
温
め

ら
れ
て
破
裂
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ス
プ
レ
ー
缶
を
使

用
す
る
と
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
可
燃
性
ガ
ス
に

燃
え
移
り
火
災
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
ス
ト
ー
ブ
を
点
け
て
い
る
部
屋
で
は
、

ス
プ
レ
ー
缶
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

★
定
期
的
な
お
手
入
れ 

ス
ト
ー
ブ
を
安
全
、
快
適
に
使
用
す
る

た
め
、
お
手
入
れ
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
変
な
音
、
変
な
に
お
い
、
異
常
に
熱
く

な
る
等
の
現
象
が
起
き
た
ら
、す
ぐ
に
使
用

を
や
め
て
販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。 

★
内
部
に
灯
油
を
残
さ
な
い 

 

ス
ト
ー
ブ
を
片
付
け
る
と
き
は
、
内
部
の

灯
油
を
完
全
に
燃
や
し
ま
し
ょ
う
。
も
っ
た

い
な
い
か
ら
と
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、危
険

で
あ
り
故
障
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。ポ
リ

容
器
の
中
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。た
く
さ
ん

残
っ
て
い
る
と
き
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

 

○
違
反
対
象
物
に
係
る
公
表
制
度 

重
大
な
消
防
法
令
違
反
の
建
物
の
名
称

等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
制
度
が

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

(1)
違
反
対
象
物
公
表
制
度
と
は
・
・
・ 

建
物
を
利
用
す
る
方
が
安
心
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
重
大
な
消
防
法
令
違

反
の
あ
る
建
物
を
公
表
す
る
制
度
で
す
。 

(2)
重
大
な
消
防
法
令
違
反
と
は
・
・
・ 

消
防
法
令
で
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
屋
内
消
火
栓
設
備
・

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
・
自
動
火
災
報
知
設

備
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、公
表
の
対

象
と
な
り
ま
す
。 

(3)
公
表
の
対
象
と
な
る
建
物
と
は
・
・
・ 

右
記
の
違
反
が
確
認
さ
れ
た
不
特
定
多
数

の
人
が
利
用
す
る
飲
食
店
、
百
貨
店
、
ホ
テ

ル
な
ど
。ま
た
病
院
や
福
祉
施
設
の
よ
う
に

一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
利

用
す
る
建
物
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

(4)
公
表
の
方
法
・
内
容
と
は
・
・
・ 

 

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
建
物
の

「
名
称
、
所
在
地
、
違
反
の
内
容
」
等
を
掲

載
し
ま
す
。 

(5)
公
表
の
時
期
は
・
・
・ 

 

消
防
機
関
が
違
反
を
確
認
、関
係
者
に
違

反
を
通
知
し
て
か
ら
一
定
の
期
間
が
経
過

し
て
も
是
正
さ
れ
な
い
場
合
に
違
反
が
是

正
さ
れ
る
ま
で
公
表
し
ま
す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

桑
名
市
消
防
本
部
予
防
課 

☎
０
５
９
４
(24)
５
２
８
２ 



 

★
10
年
が
交
換
の
目
安
で
す 

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
は
古
く

な
る
と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な

ど
で
、
本
来
の
機
能
が
正
常
に
作
動
し
な
く

な
り
ま
す
。
製
造
又
は
取
付
け
か
ら
10
年

が
交
換
の
目
安
で
す
。 

★
点
検
の
ポ
イ
ン
ト 

(1) 

取
付
け
た
と
き
記
入
し
た
設
置
年
月

又
は
製
造
年
月
を
確
認
す
る
。 

(2) 

点
検
用
ボ
タ
ン
ま
た
は
紐
を
引
く
と
、

正
常
な
場
合
は
「
ピ
ー
ピ
ー
」、「
火
事
で

す
！
火
事
で
す
！
」
な
ど
の
警
報
音
が
出

ま
す
。
ま
た
、
電
池
式
の
住
警
器
は
電
圧

低
下
で
本
来
の
機
能
が
働
か
な
く
な
る

と
、
概
ね
72
時
間
警
報
音
又
は
警
報
ラ

ン
プ
で
知
ら
せ
ま
す
。 

(3) 

(2)
の
点
検
で
正
常
に
作
動
し
て
も
10

年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、
交
換

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

 

平
成
28
年
中
の
建
物
火
災
は
全
国
で
２

万
９
９
１
件
発
生
し
、
全
体
の
57
％
を
占

め
、
用
途
別
に
調
査
し
た
結
果
で
は
、
住
宅

の
用
途（
共
同
住
宅
含
む
。
）
が
最
も
多
く
、

約
54
％
の
半
数
以
上
を
占
め
、
住
宅
火
災

に
お
け
る
死
傷
者
の
発
生
率
は
非
常
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

★
死
者
の
多
く
は
高
齢
者 

桑
名
市
消
防
本
部
管
内
の
平
成
19
年
か

ら
28
年
ま
で
の
10
年
間
で
、
建
物
火
災
に

よ
る
死
者
は
20
人
、
そ
の
す
べ
て
が
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。全
国
の
デ
ー
タ
と

比
較
し
て
も
、
死
者
の
発
生
割
合
は
更
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果 

平
成
26
年
か
ら
平
成
28
年
ま
で
３
年
間
、

失
火
を
原
因
と
し
た
住
宅
火
災
に
つ
い
て
、

住
警
器
の
効
果
を
分
析
し
た
結
果
、
住
警

器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
設
置
し
て

い
な
い
場
合
に
比
べ
、
死
者
の
発
生
率
は

約
４
割
減
、
焼
損
床
面
積
や
損
害
額
は
概

ね
半
減
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
住
警

器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
火
災
発
生
時
の

死
亡
リ
ス
ク
や
損
失
の
拡
大
リ
ス
ク
が

大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
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